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そもそも日本の 「中世」といって も、いっか らいっまでなのかと.いう時代区分上の問題があるが、
ここではひとまず常識に従 って十一世紀末か らの院政期を含め鎌倉 ・室町 ・戦国時代 としておこう。
なかでも鎌倉幕府に関する研究はもっとも研究蓄積を有 し、中世史像の骨格を形成 してきた時代 と
も云える。 しかし、鎌倉幕府を単純に中世前期=鎌 倉時代に存在 した唯一の 「国家権力」 と規定す
ることは危険である。なぜならば鎌倉時代といえども、大きく京都を中心とする公家政権 と鎌倉を
根拠地 として成立 した鎌倉幕府 とが構造的関連をもって国家権力や統治体制を構築 しているためで
ある。
鎌倉幕府は既成の統治権力である京都の公家政権を全面的に否定 し、それを打倒 して成立 した政
治体制ではないが、公家政権 とは異なる政治理念や統治方式を特徴とする新 しい時代の到来を切 り
開いた面で重要な意味を持っ。




る(第 二章)。 そして得宗被官の幕政への起用とその波及効果として実現される彼 らの政治的権限
の拡大過程を通 して幕内の勢力秩序の変化を論述する(第 三章)。










序/第 一章 鎌倉幕府の成立 と展開/第 二章 侍所 と得宗被官/第 三章 得宗被官の幕政参与
の態様/結 語
第II部 鎌倉幕府と朝廷の接点





鎌倉幕府は鎌倉殿と東国武士に結ばれた主従関係か ら成る御家人制 という、新 しい形の政治理念
を根源 とする武士政権であった。 しかも史上初の契約による代表者統治制社会であって、その運営
の如何によって幕府の具体像(将 来)が 規定されるとも云える。 しかし、幕府の統治理念であった





ここでは当時武士政権(具 体的には北条氏政権)の 内包 していた問題点を指摘 し、幕府のあるべ
き姿を推測する。その上、北条氏が幕政掌握のために創出 し、実施 した諸政治政策が鎌倉幕府の成
長過程でどのように影響 していたかを検証 し、北条氏政権に関する評価を論 じる。
第一章 鎌倉幕府の成立と展開一 北条氏権力の拡大と幕政掌握の過程を中心として一





は国家として有するべき独立性の有無が疑問視 されるまま、古代的権力 との併存 という曖昧な方法
を選択するのである。これが鎌倉時代の政治形態の有 している最大の特徴 と把握されてきた。 これ
らの姿勢は新興の東国武家政権が克服 しなければならない課題でもあった。その克服 こそ封建制社






得権の確保を模索する二律背反の問題を内包 しながら鎌倉幕府中 ・後期の政治体制(北 条氏政権)
を築 いていく。 これは日本中世封建政治体制 という巨大な流れのなかでは過渡期に当ると云える。
これ らの政治活動は、北条氏 という一氏族の存続目的によって出発 したものであるが、北条氏の





司への起用のプロセスを通 して、北条氏政権の内包 していた限界と矛盾を検証 し、その渦中のなか
で芽生えてくる御家人制社会の崩壊 と朝廷勢力の復興運動の動きが もたらした意味について考察 し
た。
鎌倉幕府が最初 に設置した政治機関である侍所は、その職務内容 も 「関東検断沙汰所也」と御家
人統轄を中枢 とする幕府組織の上で占める地位は極めて重大なものである。 しか も、侍所の長官と



























治活動の条件を獲得 し、北条得宗家の保護のもと、漸次幕府内の新興勢力 として伸張 していく。義
時によって政治参与の条件は得たものの、初期の得宗被官層に与えられた権限は主人である北条得
宗家の権力基盤を支える一手段的な性格が強く、独 自の政治力を発揮す るまでには至 らなかった。










このように、第1部 では、鎌倉幕府後半期の幕府政治史が、北条氏 ・得宗被官 と御家人一般の対
立という理解を前提 とする得宗専制政治のもっとも重大な基盤である、得宗被官の幕政への参加 と、




第H部 鎌倉幕府 と朝廷 との接点
序
新 しい時代への移行を求める社会的要望に応 じる形で成立 した鎌倉幕府 は当時としては画期的な
出来事であった。この政治権力の成立は古代的貴族階級か ら、中世的武士階級への移行を意味する
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が、 この移行は、武士階級がはじめか ら貴族政権の敵対者 として表れ、一挙に貴族政権を打倒させ
るというかたちではない。古代的政治体制を母胎 としながらしだいに武家独自の政権と支配体制を
樹立 し、ついには公家政権を事実上無力のものとしてしまう。武士階級が成立 してか ら、武士によ
る封建国家が確立するまでには、数世紀の年月を必要とする。そういう意味で鎌倉幕府は封建国家




た 「関東申次」の担っていた機能と役割を通 して朝幕関係の一面を考察する(第 四章)。
第二として、公武交渉を考える際に、鎌倉幕府の実際的外交担当者である 「使者」、包括的にい
うと 「命令伝達担当者」を考察の対象とする(第 五 ・六章)。 「命令伝達担当者」にっいては、いま




六波羅探題が承久の乱の結果として設けられたことは言 うまでもない。 その成立時期 について

















朝廷 と探題の交渉は、関東申次が置かれたことにより、関東 朝廷の交渉 はもとより六波羅の
それをも一層円滑にしたと思われる。だが、鎌倉幕府一 朝廷の交渉 に六波羅探題が常にかかわる
ことができたとは限 らず、東使を介 した六波羅探題を飛び超 しての交渉 も頻繁に行なわれたことに
目が引かれる。これらは今後の課題にしたい。
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第五章 鎌倉幕府使節に関する一考察一 雑色 ・得宗被官 ・御家人




者 とその役割にっいて目を向け、幕府より直接派遣され、重要事項を取り扱う 「使節」 「使者」 の
性格を追求することにしたい。
本章が目的とするのはあくまでも朝 ・幕関係における幕府側の実際的担当者であ った 「使節」、




人 ・御家人はもちろんのこと、将軍頼朝の身近には身分が低いながらも雑色が 「御使」 「使者」 と
して活躍 していた。幕府体制が整 った後は得宗被官が使者 として携わっている事例が多 く見 られる
が、彼 らの役割の多 くは謀反への対応など軍事力行使が必要な場合、または 「飛脚」としての書状




的な使節であって、こうした当該期における使節を介 しての関東 と京都 との接触は大江広元を中心






等が関東公事を勤めて、御家人の称号を得ようとする新 しい事態 は、御家人制の変質を余儀な くし
ていった。このように鎌倉幕府の使者派遣の実例を見れば、幕府内の政治構造の変化が確認される。
第六章 鎌倉幕府の命令伝達担当者について一 「使者」 と 「飛脚」の概念規定を試みる一
歴史的用語は時代により変遷 し、場合により相違するものであるか ら、一つの固定された概念規
定を以て歴史的事実を論 じるのが如何に危険であるかは周知のとおりであり、本章で取 り上げるそ
のような用語は 「使者」 と 「飛脚」である。
「使者」 と 「飛脚」、特に 「飛脚」の言葉 は鎌倉時代から、戦国 ・江戸時代に至るまで幅広 く使
われていた。そのためか 「使者」 と 「飛脚」の規定 も時代を超越 して同一線上で把握 しようとする
傾向が強い。 しかし、その言葉が内包 している意味は必ず しも一致 しない。特に、鎌倉期の 「使者」
と 「飛脚」の実状 と従来の先行研究にはかなりの隔たりが見 られるのも事実である。 したがって、
本章ではすでに定着 している戦国 ・江戸時代のイメージか ら距離を置きながら鎌倉期の 「使者」と
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「飛脚」の実状にっいて三っの観点から検討を行った。
まず、社会的地位や身分によって 「使者」 と 「飛脚」の任務が決め られるという、従来の説が果
たして有効なのかどうかを明 らかにした。次 は、文治元年に発令された 「駅路之法」 に注目し、 こ
の法の適用範囲を明確にし命令伝達担当者 としての雑色(「御使」雑色 ・ 「飛脚」雑色)の 真 の実
像の究明を試みた。三っ目には、幕府から朝廷に派遣された者が、幕府側の記録 には 「御使」、公
家日記によっては 「関東使」「東使」、 または 「関東飛脚」 として記 されている点 に注 目し、同一対
象について表記の違いが生 じる理由にっいて検討することによって、鎌倉期の 「使者」 と 「飛脚」
の言葉の現す意味内容を考えた。
右に挙げた分析の結果、鎌倉幕府の 「使者」 と 「飛脚」 は別個の命令伝達担当者を指す用語では
なく、 しか も当該期の 「使者」と 「飛脚」の間に身分格差 は見 られないことが明 らかになった。
「使者」が命令伝達担当者の職務を指す一般的呼称というならば、「飛脚」は 「使者」のなかでも定
められた日数(京 都 ・鎌倉間の場合に最短にしては3・4日 、普通には6・7日 間の日程であった。)
で迅速かっ確実に命令を伝達する職務を指 していた、 と規定することができる。「飛脚」 はすべて




ジは現在の我々の 「使者」と 「飛脚」像として変 ることなく根強く残 っているのである。
結 語
鎌倉幕府の開幕は、日本における新 しい時代の到来(新 しい中世的政治体制の出発)を もたらし






る 「六波羅探題」、公家側の窓口としては 「関東申次」を通 して公武交渉が行われていたことは周
知のことであり、本論において も言及 したとおりである。「六波羅探題」と 「関東申次」 が外交担
当機関としての機能と役割を果たしていたこともあって、研究者の関心 も高い。それに比べると政
治担当者の意志を相手側に伝え、交渉に当っていた実務者、すなわち 「命令伝達担当者」の実態は














院政成立期として、「従来の国家体制の大 きな変貌、分裂 と解体が決定的となり、荘園化 に代表 さ
れる新たな全国的ネットワークの組織化が進展 した時期」で、そこで発生 した巨大なエネルギーは、
新たな回路や組織を求めて、武士や大寺社の活動を中心に、各所で様々な矛盾と対立を繰り返 しな
が ら激動の時代を揺 り動かすのである。 この激動の時代 も新たなる時代の主役である軍事的集団=
武士団を組織 した権力体 としての幕府の長が、全国の地頭の任免権を独占する形で荘園公領制下の
現地を支配する体制 として成立す ることによって終幕を告げる。 これ こそ鎌倉幕府の開幕であり、
新 しい中世的政治体制の出発を意味す る。
その中でも幕府の成立以来滅亡まで、幕政を主導 した北条氏の存在 とその残 した事績は幕府の存
続そのものであったとも云えるのではなかろうか。北条氏主導の幕府政治は、北条氏得宗家と得宗
被官の間に 「成立期主従制形成の独自の性格によって刻印されたく将軍に直接臣従する対等な御家
人の連合体〉 としての鎌倉幕府を、北条嫡流を頂点 として総体 として タテに編成がえしていこうと
す るところに本質」があったのであり、その克服 こそが北条氏政権の解決すべき最大の課題でもあっ
た。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は鎌倉幕府の政治構造および幕府 と朝廷 との交渉における使節の性格を論 じた研究であっ
て、その論ずるところは十三世紀から十四世紀初頭を中心 として鎌倉幕府の全段階にわたり、二部
六章から構成 される。
序章 「課題 と展望」では、武家政権である鎌倉幕府の権力中枢の推移 と、公武交渉における武家
側使節の性格の検討とを課題とする。
第一部 「鎌倉幕府の権力構造」では、鎌倉幕府の成立過程を確認 した上で、実権者 となった北条
氏がその被官を通 じて権力を掌握 したことを論ずる。
第一章 「鎌倉幕府の成立と展開」では、源頼朝が樹立 した鎌倉幕府が鎌倉殿と御家人の主従制を
基本原理としなが ら、京都朝廷を否定することなく、相互補完的な権力を形成 したことを論 じ、そ









第三章 「得宗被官の幕政参与の実態 得宗被官勢力の強大化の三段階 」では、得宗被官の
勢力拡大を執権北条義時段階の草創期 ・時頼段階の飛躍期 ・貞時以降の最盛期に分かって論 じ、侍
所所司金窪行親を例に得宗被官の役割を明 らか1ヒし、得宗 と被官および北条一門による内密の合議
機関である寄合が公然化する過程と、霜月騒動による有力御家人勢力の失墜と内管領平頼綱を中心




府と京都朝廷との政治交渉に際 して活動 した常置機関である六波羅探題の役割 と、随時に任命され
派遣される 「使節」の性質を論ずる。
第四章 「六波羅探題の機能と役割」は、六波羅探題の任務が、洛中警固(京 都市中治安維持機能)
と西国成敗(裁 判管掌)の 他に、朝廷と幕府の外交交渉であったことを論 じ、関東が直接関わる事
項については勿論鎌倉の幕府の命によるが、王朝の西国支配 との関わりでは幕府の指示によらない
独自の活動 もあったことを明 らかにし、関東申次の設置により朝幕関係はより緊密になったとする。
第五章 「鎌倉幕府使節に関する一考察 雑色 ・得宗被官 ・御家人 」では、朝幕交渉の直接






第六章 「鎌倉幕府の命令伝達担当者にっいて 「使者」 と 「飛脚」の概念規定を試みる 」
では、第一に社会的身分によって使者と飛脚が区別 されるという通説的理解の誤 りを指摘 し、第二
に文治元年に発せ られた 「駅路之法」が使者の迅速な交通を確保するための施策であったことを明
らかにし、第三に同一の幕府の使者が幕府側の記録に 「御使」、公家側の日記等 に 「関東使」 ・
「東使」 として現れ、同時にまた 「飛脚」とも呼ばれていることを、史料を逐一検討 して検証 し、
「使者」 と 「飛脚」はその役割や身分による区別ではな く、飛脚=騎 馬の急使 とい う態様であるこ







鎌倉幕府の基本史料である 『吾妻鏡』の丹念な読解と分析に加え、各種の年代記や 『葉黄記』 ・
『実躬卿記』等の公家側記録を渉猟 した研究は優れた水準に達 してお り、本論文の成果は斯界の学
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問的発展に寄与するものである。
よって、本論文の提出者は博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め ら
れる。
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